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外部加熱式アンモニア分解炉の外観イメージ
（写真は日揮が納入した天然ガス改質炉）

① アンモニア分解水素製造の全体プロセス開発
② アンモニア分解炉の開発

研究開発内容

外部加熱式…天然ガス改質炉と類似の構成であり、早期の技
術

確立が可能

高効率 …プレクラッカー・PSA*オフガス利用・排熱回収

排ガスのCO2フリー化 …PSA*オフガス/水素・アンモニア燃料

高拡張性…分解管の本数を増やすことでキャパシティアップ

開発の特徴

特許（出願中）4件
発表 7件 (25年度のみ)

特許
論文

学会発表
広報等の取組み

分解炉全体コンセプト
*PSA：Pressure Swing Adsorption（圧力変動吸着）
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３．研究開発成果について（日揮HD）







アンモニア分解プロセス適用材料の評価とプロセスに特化した分解管材料の開発

開発状況目的・実施内容項目
分解炉への適用材料の選定を完了。詳細設計中。
窒化の寿命予測式を導出済。データ拡充・精度向上のための窒
化試験を継続中。
高圧ガス保安法など関連法規への申請に向けた実験データの補
完を完了。申請書類を準備中。

アンモニア分解技術の早期社会実
装のため，クボタで既に製造・販売
している耐熱鋳鋼材料の適用可否
を評価

既存材料の
適用評価

ラボでの小型サイズの試作遠心鋳造で高温強度・耐窒化性能が
問題ないことを確認。
製造ラインで長尺品を試作し，鋳造性など生産性に関する評価
を実施。量産品質にあう良好な結果を得た（下記写真参照）。
クリープ破断試験・長時間窒化試験などのデータ取得を実施中。
共金系溶接材料の検討と継手性能の検証を実施中。

アンモニア分解プロセスに特化した，
優れた高温強度＋耐窒化性能を
併せ持つ新材料の開発

プロセス特化型
材料の開発

開発材の試作品の内面加工後の浸透探傷試験結果
→きず指示なし

開発材の試作品の鋳肌外面の浸透探傷試験結果
→きず指示なし

３．研究開発成果について（クボタ）
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４．今後の見通しについて
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• まずは本開発成果を基に実証事業の計画を進め、その先の商業化を目指す。

• 商業化においては水素用途に依り水素の必要量・純度・圧力などの違いがある為、
幅広い産業用途に適用できるような実証試験装置を設計しており、実証試験にて
データを蓄積・検証する計画。

• 実証事業の計画と並行して、潜在顧客・事業者へのヒアリングを通じて、将来の商業
機導入の機会を探索する。
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ご清聴ありがとうございました
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